僕 は、 それでも 断る と は 言い出せなかった ものの、 

困った ことにな つたと 思った ことで ある。 女なん か、 

ひと 眼 みるのもけがらわし いと 思って いる 僕が (いや 

まった 

全く 其の 頃 は 真剣に そう 信じて いたので ある) 一時 

間に 亘 つ て 女ば かリを 数えた リ 分類 をす るた めに ジ 口 

ジロ 観察した りする の は 実に 耐えられない ことだった。 

それに、 この 立番は その 日から 向う 一週間に 亘 つて 続 

けられる というの だから、 鳥渡 想像して みた だけで も 

心臓が 締めつ けられる ような 苦し さに 襲われる ので 

あった。 

さわ や はだ な 

それ は 夏 も 過ぎ、 涼しい 風が 爽 かに 膚を 撫でて 行 



学生の 三人 連れが、 僕の 鼻の 前 を 掠めて 行った が、 そ 

の 三人 目の 女学生が どういう 心算 だ か 急に 蚯け 上った 

まこり 

ので、 パッと 埃が たって 僕の 眼の 中へ とびこんで 来た。 

僕 はもう y J の 非衛生な 仕事が いやにな つた。 

併し、 この 仕事 を はじめてから 三十 分 も 経つ うちに 

不思議な 興味が 僕に 乗 移った。 駅の 階段 を 上って 行く 

婦人の 脚 は、 だんだんと 増えて 行った。 黒い スト ツキ 

はかま 

ン グが少 くな り、 カシミヤ や セルの 袴 の 下から 肉づ 

はぎ 

きのよ い 二 三寸の 脛 を のぞかせて 行く 職業婦人が 多く 

なった。 

おひれ 

その 途端に、 金魚の ように 紅と 白との 尾鰭 を 動かし 



- J わ はぎ 

と、 恐い もの 見た さに 似た 気持で、 その 白い 脛 を のぞ 

きこんだ。 僕 は あんなに 魅力の ある 脛 をみ たこと がな 

い。 実に すんなりと 伸びた 脛だった。 ふくら 脛 はむ ち 

むちと 張りき り、 乳房の ように 揺いで いた。 向う 脛の 

尖った ふちな ど は 想像 もで きない ほどまん まるく 肉が 

ついていた。 その 色 は 牛乳 を 凍らして みた ほどの 密度 

こまか 

の ある 白 さだった。 そのき めの 細い 皮膚 は、 魚の よ 

つや しょっかん 

うにね つ とリ とした 艷とピ チピチ した 触感 と を 持つ 

ていた。 その 白い 脛が 階段の 一 つ をの ぼる 度 毎に、 

ひいろ け だ やる せ から 

緋 色の 長い 蹴出しが、 遣 瀬な く搦 みつくの であった。 

うた まろ 

歌 麿から ず つ と 後に な つ て 江戸 浮世絵の 最も 官能的 描 



い ちゆ うさい くによし 

写に 成功した あの 一 勇 斎 國芳の 画いた ァ ブナ 絵が 眼の 

前に 生命 を 持って 出現した かの ような 情景だった。 そ 

の 白い 脛が 階段 を 四 五段 のぼると、 どうした もの か 

ちょうど 

丁度 僕の 鼻の 先 一尺と いうと ころで 突然、 のぼり かけ 

たま まピ タリと 階段の 上に 停つ てし ま つ たもの だから 

い き 

僕 は 呼吸の つまる ほど 驚いた。 僕の 五感 は 針の ように 

鋭敏に なって 一 瞬のう ちに ありと あらゆる ところ を 

吸取紙の ように 吸いと つ てし まった。 

ふくら 脛の すこし 上のと ころに、 まだ 一 度 も 陽の 光 

にく か い 

に 当った ことがない ような むつ つり 白い 肉塊が あって、 

ぞうず ま j-6 

象牙に 彫りき ざんだ ような 可愛い 筋が 二三 本 匍って い 



消えて しまった かの ように 其処に 無かった。 僕 は その 

< ず 

場に 崩れる ように へ たば つ た。 

其の 夜、 下宿に かえった 僕が、 悔恨と 魅惑との 間に 

懊悩の 一 夜 を あかした こと は 言うまでもない。 翌日 は 

たとえ 先生との 約束で も 今日は 行くまい と 思 つ たが、 

午後に なると 物に 憑かれた ように 立 上る と 制服に 身 を 

固めて、 いつの 間に やら 昨日と 同じく、 「信 濃 町」 駅の 

プラット ホ— ムに 記録 板 を 持って 立って いた。 その 日 

まぼろし 

も 怪しい 幻 の 影 を、 昨日に も 増して 追った ので あつ 

た。 時間の 果てん とする 頃、 前の 日に 見覚えた 若い 婦 

人が、 階段 を 上って 行く の を 認めた が、 この 日 は 別に 



はず 

ている 害だった。 

「 …… いいでしょう。 君 さえよ いと 思う のなら ね」 と 

先生 はしば らく 間を置いて 同意して 呉れた。 僕 は 先 

生が 二 つ 返事で 賛成して 呉れなかった の を 不服に 思つ 

た。 それ は 勿論、 先生の 慎重なる 一面 を 物語る もので 

あつたと 同時に、 「信 濃 町」 事件 (という ほどの ことで 

はない かも 知れない が) に 於け る 先生の 不審な 態度 も 

あわ や 

思い合す こと を 止める わけに は 行かなかった。 

四月に なると、 僕 は 研究 助手と して、 はじめて 国立 

科学 研究所の 門 をく ぐった。 この 国 研 は (国立 科学 研 

究所を 国 研と 略称す る こと も、 其の 日 知った ので ある) 



ける と共に こちらへ 立ち上 つ て 来て、 

さわ やま さと こ 

「わたくしが 佐 和 山 佐 渡 子で ございます」 と 丸い 肩 を 

て いちょう 

丁重 に 落して 挨拶した。 

「理学 士佐和 山さん です。 X 大を 昨年 出られた …… 」 

と 四宮理 学士が 註 を 加えた。 僕 は その 名 を 知ってい 

た。 あの 天才 女理 学士が、 こんなに 若い 女性で、 しか 

はかま 

もこの 研究所に 居て 洋服 はおろ か 袴 もっけて いない 

平凡な 服装 をして いるの を 発見して 驚いて しまった。 

あとで 知った こと だが、 佐 和 山 女史 は 図書 係 主任 を 兼 

任して いて この 室に 席が あるとの こと、 その 前の 小さ 

な 机の 一 つに は 一 脚の 椅子が 空の まま 並んで いた。 



「ミチ 子 嬢 は 何処かへ 行きました か？」 と 四宫理 学士 

き 

が H 、 ち。 

力 言 レ / 

「さ ァ、 隣り に 居ましょう」 と 女史 は 指 を 厚い 擦り 

ガラス ドア ゆびさ 

硝子の 入った 隣室との 間の 扉 を 指した。 ミチ 子 嬢と 

リんざ 

いわれる 婦人の 机の 上に は、 一輪挿しに 真 赤な チュ— 

リップが 大きな 花 を 開いて 居り、 机の 横の 壁に は 縫い 

がびょう 

ぐるみ の 小さい ボビ— が画鈸 でと めて あった。 僕 はな 

きが か 

ん となく この 机の 主の ことが 気懸 りに なった。 

四宮理 学士が 扉 を 開いて、 となりの 図書室 を 案内し 

て くれた。 僕 は その 室へ 一歩 を 踏み こむな り、 思わず 

「ほ ー ッ」 と 声 を あげてし まった。 その 室 は 三十 坪ば 



と 静かに 話で も 出来る ので はない かと 思った。 だが ミ 

チ子は 1 に 一度 もこなかった。 しかし 僕 は 相 変らず こ 

の 三階に のぼる こと を 止めなかった、 というの はこの 

黴く さい 陰気な 室が 大変 気に入って しまったから であ 

る。 なんとなく 秘密で も 隠されて いるよう な 魅惑が 感 

せられた。 そうこう する 内に、 とんでもない 事件が 図 

書 室の 中に 起って、 僕 はこの 三階に 居た ため 恐ろしい 

けんぎ こうむ 

嫌疑 を 蒙 ら ねばならな いような ことが 出来て しま つ 

た。 

僕が 国 研へ 入って 十日 程 経った 或る日の 午後の こと 

であった。 例によって 僕 は 事務室 を のぞき、 ミチ 子 だ 



お ま 

を 持 たれる 読者 諸君に は、 覚えの ある ことで あろうと 

思う。 その ミチ 子 —— 愛人 ミチ 子 は あの 事件の 三十 分 

前に は 確 に 図書室に 居た が、 事件の 後 一 時間 ほど も 

所在が 不明であった。 

「ミチ 子さん (こう 呼んでも いい かしらと 僕 は 思った) 

貴女 は あの 事件の あった 時間、 何処へ いらっしゃ いま 

した」 

「あたし？ どこに 居た つてい いじ やない の」 

ほ がら 

と 彼女 は 朗 かだった。 

「あれから 一 時間 も 貴女 は 室に かえって 来ません でし 

たね。 どこへ 行って いました？」 



あや ちょっと 

「ほほ、 あたし は 別段 怪し かなく つてよ。 鳥渡 外へ 出 

て 木蔭 を 歩いて いただけ なのよ。 だけど、 古屋 さん、 

、.？ くろ 

貴方 自身 は 所長さん と 囊 の 中に 入つ ていたよ うな も 

ちょ つ と くび 

ので、 手 を 一 寸 伸ばせば 所長さん の 頸に 届く でしよう 

ね」 

まっか にら 

「馬鹿な こと を！」 僕 は 真 赤に なって この 小娘 を 睨み 

据えた。 「僕 は 所長に なんの 恨みが あるので す。 十日 

前に 入れ て 貰 つ たばかり じゃありません か、 恩 ， 」 そ あ 

あだ 

t 伪なス 力 」 

「古屋 さん。 いまの 言葉 は、 あたしの 頭が 考え出した 

ある 

わけ じ やない のよ。 あたし は、 或 人が そう 言って いる 



僕の 思いがけなかった ような こと を しらせて くれた。 

みのが 

「あの 日、 貴方が きっと 見遁 している 人が あると 思い 

ます わ。 それ はわた くしから は 申し あげられません け 

ボタン 

れど、 ミチ 子さん にお 聴き 遊ばせ、 その 人 は カフス 釦 

を あの 一 一階のと ころへ 落して しまったら しいので す。 

気をつけて いら つし や い。 ミチ 子さん が これから も 幾 

度と なく 一 一階へ 探しに 行く ことで しょうから …… 」 

「その カフス 釦は 1! 時 なくなつ たのです か？」 

「それ は 存じません」 

「四宫 さんじ やない のです か。 四宫 さんがな にか 二階 

で 探し もの をして いたの を 見た ことがあ るので すがね、 



「いま も 京 町さん と 話 をして 居た ことです。 ソフト 力 

ラ ー をして いるお 互い は、 ネクタイで 締められな いよ 

ようじん かんよう うつろ 

うに 用心が 肝要 だと ナ。 ハツ ハツ ハツ」 先生 は 洞の 

ような 声 を 出して 笑った。 ミチ 子 は 僕達のと ころから 

飛びの くと、 タツ タツ タツと 階段 を 二階へ 登って 行つ 

たので 僕の 計画 は 見事に 破壊せられ てし まった。 だが 

先生 は ミチ 子と 何の 話 をして いたのだろう。 



4 



るが、 あそこ は 犯人と 少く とも 死んだ 所長と が覘 つて 

あか さと 

いたのに 相違ない。 犯人 は それ を 明ら さまに 他人に 悟 

, J と さら 

られる こと を 恐れ、 殊更 図書室の 二階 か 一階 かとな り 

ばんきょ 

の 事務室 かに 蟠 居して、 その 秘密 を 取り出す こと を 

ねら 

覘 つてい るので はなかろう か。 そうだと すると、 人知 

れず 三階に 登る 人間 を、 ふンづ かまえる 必要が ある。 

そこで 僕 は 一 つ カラク リを 考えついた。 それ は 三階へ 

のぼる 階段の 一 つへ、 階段と 同じような 色の 表紙 を 

持った スコットランド • お -— ドの 報告書 を 載せて 置 こ 

うとい うので ある。 若し 三階へ 昇った 人間が あれば な 

にか 足跡が のこる であろう。 たとえ それ は 泥が ついて 



こ うち- 

此の 室で やって いる 実験の 中に、 犯人の 奴が ハツ キリ 

そくせき 

と 足跡 を 残して 行った の だよ」 

「足跡！」 僕 は いましがた 階段に 仕掛けて 置いた カラ 

クリ のこと を 思って ギクリ とした。 四宫理 学士 は 僕 を 

ちょうろう 

嘲弄 する 気だろう か？ 

「こっちへ 来 給え」 彼 は 案外 平然として 僕 を 階段のう 

しろへ 導いた。 いよいよ 例の あやしい 個所の 秘密が 

ばくろ しゃが 

曝露す るの だ。 彼 は 階段のう しろへ 跼 むと リノ 

リュ— ム をい きなりめ くって その 下から 一 一本の 細い 電 

線 をつ まみ 出した。 その 電線 は 床 を 匍って 一階へ 下り 

る 階段の 方へ 続いて いたが、 電線 を ヒョィ ヒョィ と 



したの だ。 実は 跫 音と 人間の 性質の 研究 は 僕の 独創で 

はなく、 第 十九 世紀に 英国の アイルランドに 住んで い 

た マリ ー . ケン シン トンと いう 敏感な 婦人が 驚くべき 

特殊 能力 を 発揮した 詳しい 実験 報告が 出て いる。 僕 は 

それ を フィルム 面に あらわし 一 層 明瞭 にした のに 過 

ぎない」 

「では、 あの 事件の 犯人の 跫 音が 撮れて いるので す 

か？」 僕 は 早く それが 知りたかった。 

「そうだ。 あの 時間に 一階から 二階への ぼって 行った 

一人の 人間が ある。 五分 ほどす ると 同じ 人間が 二階 か 

ら 一階へ 降りて 行った。 その あと あの 事件 発覚 後まで 



しょざい 

室 を 飛び出す と、 ミチ 子の 所在 を 知る ために、 事務室 

へ 出かけた。 把手 を 廻し 扉 を 内側へ 押し あけた が、 室 

に は ミチ 子 も 佐 和 山 女史 も 居なかった。 それで は 図書 

ち-' ノこ 

室で あろうと 思って、 間の 扉 を 図書室へ 開いた その 

途端であった。 奇妙と も妖艷 ともつ かない 婦人の 

かなきりごえ 

金 切 声が 頭の 上の 方から 聞え たかと 思う と、 ド タドタ 

という 物凄い 音響が して、 佐 和 山 女史の 大きな 身体が 

逆にな つて-転り 落ちて 来る と、 ズシンと いう 大きな 

音と 共に リノ リュ— ムの 前に 叩きつ けられた。 僕 は 

ぼうぜん したい 

茫然と 女史の、 あられ もない 屍体の 前に 立ちつ くした。 

僕 はい まだに その 妖艷 とも 怪奇と も 形容に 絶す る 光景 



い 太股に ついている 紫色の 痣の ような もの を 見た。 そ 

かるわざし 

れは 軽業師に して 始めて よくす る処の 外の なにもので 

さ つき 

もない。 僕 は 四宫理 学士が 先刻 言った 言葉 を 思い出し 

て、 悒欝 になった。 それにしても 四 宮氏は 二階に 居な 

いのかしら。 

「四宫 さん！」 

「 …… 」 

「四宫 さん は 一 一階に 殺されて いてよ」 と ミチ 子が 耳の 

そば ささや み す 

傍で 囁いた。 サテ は、 と 思って 僕が ミチ 子 を 見据え 

た 時、 階上で 叫ぶ 声が 聞え た。 

「一体 どうしたの だ。 &師を 五六 人 呼んで こい。 早く 



早く」 

その 騒ぎのう ちに 僕 は ミチ 子 を 逃して やりたかった。 

「早くお にげ」 僕 はか すれた 声 を 彼女の 耳へ 送り こん 

だ。 

「ま ァ、 なに を 言って るの、 貴方 こそお 逃げなさい、 

か つ しょく 

今のう ちに」 そう 云って 彼女 は 袖の 中から 褐色の 表 

紙の ついた 本 を 僕に 手渡す ではない か。 それ は 例の 力 

ラクリ に 用いた スコットランド • ^ -— ドの 報告書で 

あった。 僕 は 狐に つままれた ようにな にがなん だか 判 

ら なくな つ た。 

「なに を 勘ち がいして いるの だ、 僕 じ やない」 



の果に 絞殺 事件が 発生した と 伝えられる。 四宫理 学士 

の 絞殺 も 同一 手段で 行われた ので あつたが、 学士が 女 

はんせき や え 

史の 犯跡 を 握って いたので、 己む を 得ず 殺害した もの 

ホ タ 、ノ U ま 

らしい。 女史が 僕に きかせた 釦の話 は、 未だに 解ら 

ない が、 あの 顕微 音 器の こと を、 マイクロフォン ボタ 

ン というから、 何 かその 辺の こと を もじって 事件の 混 

乱 を 計画した もので あろうと 思われる。 

友 江 田 先生と ミチ 子との 関係 は 異母の 兄妹で ある こ 

とが 判った。 妹の ミチ 子 は その 父の 変質 をう け 継ぎ、 

小さい 頃から 自らす すんで 曲馬団の 中に 買われて 日本 

ひょうはく 

全国 を 漂泊して いたの を、 友 江 田 先生が ャッ とす か 



して 連れ もどり、 タイピスト 学校に 入れたり してやつ 

しゅうぎょう 

と 一 人前の 女に し、 国 研へ 就 業 させた ものであるが、 

きょうだい しりあい 

決して 兄妹と も 知合で あると も 他人に 知られて はな 

らな いという 約束であった。 

だが これ を 知った の は、 僕たち 二人が 友愛結婚 をし 

てし まった あとの 話で ある。 

僕たち 同士の 変質 は (それ は 亡くなった 四宫理 学士 

に はよ く 判って いたのだろう、 恥 かしい こと だ) もう 

一 日で も 別れ別れに なること は 出来 なくなって いるの 

だ。 そうだ。 今日 もこれ から 家へ 帰ったなら あの 

とくいち ごう かわむ ち 

特壹 号の 革 鞭で、 ミチ 子の 真白 い 背中が 血 だらけに な 
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